
Telemetry-Traffic Collector（TM-TC）のトラ
ブルシューティング手順

このセクションでは、Telemetry-TrafficCollector（TM-TC）サービスで発生するトラブルシュー
ティングシナリオについて説明します。

•ゾンビの処理（1ページ）
•デバイスクリーンアップエラーの処理（3ページ）

ゾンビの処理
Telemetry-Traffic Collector（TM-TC）サービスは、ナノサービスと Reactive FASTMAP（RFM）
設計パターンを使用して実装されます。

TM-TCには、次の 2つのナノプランがあります。

•外部ユーザー向けプラン：このプランは、各ノードの構成ステータスを追跡するためのイ
ンターフェイスを提供します。

•内部非表示プラン：このプランは、ノードにTM-TCサービス構成を適用します。内部サー
ビスは、スタックされたサービスによってデバイスごとに作成されます。

ゾンビは、削除されたサービスデータを保存するための NSOの内部運用データモデルです。
ゾンビは、段階的な削除とRFMを行う場合に便利です（RFMは、結果整合性のNSOバージョ
ンです）。サービスの削除がトリガーされると、NSOは、削除されたサービス（ゾンビ）の参
照を運用データに保持します。サービスのすべての構成がデバイスから削除されると、ゾンビ

が構成データベース（CDB）から削除されます。ゾンビは、サービス削除の進行状況をデータ
インターフェイスに通知します。また、待機しているステージに通知するため、問題のあるエ

リアを特定する場合に便利です。詳細については、Cisco DevNetで NSOのドキュメントを参
照してください。

Cisco Crosswork Change Automation and Health Insightsでは、削除をトリガーしてデバイス上の
構成（DLM ADMIN_DOWN / UNMANAGED / DELETION）をクリーンアップする場合、デバ
イスの接続によっては、一度に構成を削除すると、最後の構成が削除されるまでデータベース

がロックダウンする可能性があります。構成がデバイスから正常に削除されたら、TM-TCサー
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ビスは削除の進行状況をデータインターフェイスに伝えるようにナノプラン状態を更新しま

す。削除プロセスが完了すると、TM-TCサービスは CDBからナノプラン、ゾンビ、および
サービス関連のすべての運用データを削除します。

状況によっては、次に示すように、デバイス構成を削除した後であってもゾンビが削除されな

いことがあり、場合によってはデバイスから構成リファレンスを削除するために手動による介

入が必要になります。このような場合は、デバイス/サービスに対してクリーンアップアクショ
ンを実行します。Cisco Crosswork Change Automation and Health Insightsはデバイスごとにサー
ビスを作成するため、このコンテキストではデバイスとサービスという用語は互いに入れ替え

て使用できます。

1. 削除中はデバイスに到達できない。

2. デバイスには到達可能だが、他の理由でデバイスでの構成の削除が失敗する。

デバイス/サービスがゾンビ状態になったら、ユーザーはデバイスで既存のプランを削除して、
新しいテレメトリ収集を有効にする必要があります。ゾンビ/削除が完全に処理される前にデー
タインターフェイス（Crosswork）または CLI/NETCONFユーザーがサービスインスタンスを
再作成しようとすると、削除プロセスがまだ進行中であることを示す次のエラーが表示されま

す。

Aborted: Operation failed because: Service still in zombie state: 'YYY'

TM-TC機能パックは、ゾンビの復活と再展開のオプションをサポートしていません。（注）

以下の画像は、NSOでサービスがゾンビ状態かどうかを確認する方法を示しています。

図 1 : NSOでサービスがゾンビ状態かどうかを確認する

以下の画像は、ゾンビ状態のサービスに新しい構成を作成しようとすると表示されるメッセー

ジを示しています（[パフォーマンスアラート（Performance Alerts）] > [KPIジョブ履歴（KPI
Job History）]ウィンドウに表示されます）。
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図 2 :ゾンビ状態のエラーメッセージ

次の画像は、ゾンビ状態のプランを削除する NSOクリーンアップコマンドを示しています。

図 3 : NSOクリーンアップコマンド

デバイスクリーンアップエラーの処理
テレメトリ構成の削除が場合によっては失敗することがあり、[インベントリジョブ（Inventory
Jobs）]ウィンドウページにそのことが通知されます。
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図 4 :テレメトリ構成削除エラー

デバイスクリーンアップエラーは、次の 2つのシナリオで発生する可能性があります。

•デバイスで特定のテレメトリ構成の削除に失敗する

このシナリオでは、ユーザーはテレメトリサービスから失敗した構成を手動でクリアする

必要があります。クリアすると、デバイスから構成が自動的に削除されます。デバイスか

ら構成が削除されると、機能パックが構成を復元するため、機能パックサービスモデルで

も構成を削除する必要があります。

NSO CLIからサブスクリプションを手動で削除するには、次の手順に従います。

1. Telemetry-Traffic Collector（TM-TC）構成を参照して、サブスクリプションが削除対象
であることを確認します。

2. NSO CLIで削除コマンドを使用して、上記のサブスクリプションノードを削除しま
す。

•デバイスの NSOでテレメトリサービスの削除に失敗する
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DLMのデバイスにADMIN_DOWN/UNMANAGEDが設定された場合や、DLMからデバイ
スが削除された場合、Cisco Crosswork Change Automation and Health Insightsは NSOでその
デバイスに関連付けられているテレメトリサービスを削除します。この削除に失敗する

と、デバイスクリーンアップの失敗として報告されます。この場合、ユーザーはNSOCLI
でクリーンアップコマンドを実行する必要があります。クリーンアップコマンドでは、

「match」オプションを使用できます。このオプションを指定すると、名前が特定の文字
列と一致するサービスを一度にすべて削除できます。

次に、いくつかの例を示します。

特定のデバイス向けのサービスの名前は Crosswork_cahi-<node key in NSO>になります。

1つのサービスを削除するには：request tm-tc-actions cleanup service <service-name>
no-networking false

名前が文字列「Crosswork」と一致するサービスをすべて削除するには：request tm-tc-actions
cleanup service Crosswork match true no-networking false
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


